1 

まる うち 

僕 は コンク リ イトの 建物の 並んだ 丸の 内の 裏通り を 

に ほひ 

歩いて ゐた。 すると 何 か匀を 感じた。 何 か、 9 

ではない。 野菜 サラ ドの匀 である。 僕 は あたり を 見 ま 

はした。 が、 アスファルトの 往来に は 〔# 「往来に は」 

は 底本で は 「住 来に は 匕 五味 箱 一 つ 見えなかった。 それ 

は 又 如何にも 春の 夜ら しかった。 



二 

よる 

U —— 「君 は 夜 は 怖く はない かね？」 

僕 —— 「格別 怖い と 思った こと はない。」 

U —— 「僕 は 怖 いんだよ。 何だか 大きい 消しゴムで 

も嚙ん でゐる やうな 気がする からね ご 

これ も、 —— この U の 言葉 もや はリ 如何にも 春の 夜 

らしかった。 



これ も 或 春の 夜の ことで ある。 僕 は 往^ を 歩きな が 

さめ 

ら、 鮫の 卵 を 食 ひたいと 思 ひ 出した。 



六 



春の 夜の 空想。 —— いっか カツ フエ ，プランタンの 



或 三月の 夜、 僕 は ペン を 休めた 時、 ふと ニッケルの 

懐中時計の 進んで ゐ るの を 発見した。 隣室の 掛け時計 

は 十 時 を 打って ゐる。 が、 懐中時計 は 十 時半に なって 

ゐる。 僕 は 懐中時計 を 置き 火鐽の 上に 置き、 丁# に 針 

を 十 時へ 戻した。 それから 又 ペン を 動かし 出した。 時 

ぞんぐ わ い 

間と 云 ふ もの はかう 云 ふ 時 ほど、 存外 急に 過ぎる こ 

と はない。 掛け時計 は 今度 は 十一 時 を 打った。 僕はぺ 



ほ ま へせん 

ンの 裏の 煙突の 下に 眠って ゐる。 誰か 帆前船の 帆 を あ 

げてゐ る。 誰か 柔ぃ白 パンに 木炭画の 線 を 拭って ゐる。 

ガ ス に ほひ 

誰か 瓦斯の 匀 の 中に シャベルの 泥 をす くひ 上げて ゐ 

る。 誰か、 —— ではない。 まるまると 肥った 紳士が 

ひと リ しゐん がんえ い いま しゅんせ う 

一 人、 「詩 韻 含英」 を 拡げながら、 未だに 春宵 〔# ルビ 

の 「しゅんせ う」 は 底本で は 「しゅうせ う 匕 の 詩 を考 へて 

ゐる。 …… 

(昭和 一 了 二-五) 
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